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再
度
の
除
草
剤
散
布

本
紙
の
調
べ
で
は
、
除
草
剤
の

散
布
が
行
わ
れ
た
の
は
二
月
中

旬
。
圃
場
ま
わ
り
と
温
室
の
窓
下

（
脇
の
通
路
）
、
池
そ
ば
の
斜
面

の

一
部
、
植
物
園
西
に
位
置
す
る

数
理
解
析
研
究
所
の
東
に
あ
る

ツ
バ
キ
等
数
本
の
樹
木
の
根
元

に
、
草
本
類
が
黄
色
く
枯
れ
た
薬

剤
散
布
の
跡
が
見
ら
れ
る
。

今
回
の
除
草
剤
散
布
を
実
際

に
行

っ
た
の
は
、
植
物
園
園
丁
の

粟
津
健
司
氏
で
あ
る
。
粟
津
氏
と

岡
田
清
孝
委
員
長
に
よ
れ
ば
、
圃

場
と
温
室
回
り
の
除
草
剤
散
布

は
、
圃
場
の
研
究
目
的
利
用
の
た

め
に
毎
年
同
規
模
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
園
丁
が
管
理
運
営

委
員
会
や
委
員
長
で
あ
る
岡
田

一
昨
年
の
植
物
学
教
室
に
よ
る
樹
木
伐
採
や
除
車
剤
散
布
な
ど
を
き

っ
か
け
に
、
そ

の
管
理
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
内
外
に
議
論
を
呼
ん
で
き
た
理
学
部
附
属
植
物
園
で

二
月
中
旬
、
再
び
除
草
剤
が
散
布
さ
れ
た
。
除
草
剤
散
布
は
植
物
園
に
と

っ
て
ど
ん
な

意
味
を
持
つ
の
か
。
あ
る
べ
き
植
物
園
の
姿
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
植
物
園
管
理

運
営
委
員
会
委
員
長
の
岡
田
清
孝
氏

（
植
物
学
教
室
）
、
委
員
の
曽
田
貞
滋
氏

（動
物

学
教
室
）
、
加
藤
重
樹
氏

（化
学
教
室
）
お
よ
び
関
係
者

・
利
用
者
に
取
材
し
た
。

氏
か
ら
前
も

っ
て
許
可
を
得
る

必
要
の
な
い
圃
場
管
理
作
業
と

い
う
。
岡
田
氏
は

「
散
布
は
圃

場
ま
わ
り
と
温
室
の
領
域
内
に

限

っ
て
お
り
、
他
の
部
分
に
は

影
響
は
出
て
い
な
い
、
散
布
し

た
除
草
剤
も
必
要
最
小
限
量
で

あ
る
」
と
い
い
、
散
布
目
的
は
、

圃
場
ま
わ
り
に
つ
い
て
は
植
物

学
教
室
の
実
験
材
料
と
し
て
大

量
に
用
い
る
カ
ボ
チ
ャ
の
苗
を

定
植
し
、
生
育
を
均
等
に
す
る

こ
と
、
温
室
の
窓
下
に
つ
い
て

は
温
室

へ
の
日
照
を
確
保
す
る

こ
と
、
と
回
答
し
た
。

運
営
委
員
の
曽
田
貞
滋
氏
、

加
藤
重
樹
氏
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
今
回
の
散
布
は
両
者

と
も
事
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
運
営
委
員
会
の

会
議
を
経
た
決
定
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

岡
田
氏
、
曽
田
氏
に
よ
る
と
、

植
物
園
の
管
理
主
体
が
移

っ
て

か
ら
も

（※
）
、
植
物
園
内
の

圃
場
、
温
室
、
及
び
分
館
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
植
物
学
教
室

が
管
理
す
る
こ
と
が
理
学
研
究

科
の
合
意
事
項
と
な

っ
て
い
る

た
め
に
、
こ
こ
で
の
措
置
に
つ

い
て
は
、
植
物
学
教
室
以
外
の

運
営
委
員
は
干
渉
す
る
必
要
の

な
い
問
題
と
認
識
さ
れ
て
い
る

模
様
だ
。
加
藤
氏
も
、
除
草
剤

散
布
は
植
物
学
教
室
の
恒
例
の

作
業
と
捉
え
て
い
る
。

植
物
園
は
植
物
学
教
室
以
外

に
も
理
学
研
究
科
の
他
教
室
、

農
学
研
究
科
、
人
間

・
環
境
学

研
究
科
な
ど
の
大
学
院
生
や
教

官
、
学
外
の
研
究
機
関
も
利
用

し
て
い
る
。
利
用
者
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
除
草
剤
散
布

が
事
前
に
利
用
者
側
に
周
知
さ

れ
た
こ
と
は
、
今
ま
で
な
い
。

植
物
園
の
園
丁
は
勤
務
二
年
の

粟
津
氏
の
他
に
、
中
島
和
秀
氏

が
い
る
が
、
中
島
氏
は
事
後
に

散
布
を
知

っ
た
か
た
ち
だ
。

植
物
園
に
八
年
に
わ
た
り
勤

務
し
て
い
る
中
島
氏
や
長
年
利

用
し
て
い
る
研
究
者
他
、
関
係

者
は

「
除
草
剤
散
布
は
考
え
ら

れ
な
い
措
置
」
と
口
を
そ
ろ
え

る
。中

島
氏
は
前
任
の
技
官
か
ら

仕
事
を
引
き
継
ぐ
際
、
除
草
剤

を
撒
く
こ
と
は
極
力
避
け
る
べ

き
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
八
十

年
に
わ
た
り
最
低
限
の
手
入
れ

し
か
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
保

持
し
て
き
た
、
自
然
林
に
近
い

植
物
園
の
生
態
系
を
、
除
草
剤

は
確
実
に
破
壊
す
る
か
ら
で
あ
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二
人
の
園
丁
の
植
物
園
管

理
作
業
に
対
す
る
認
識
に
は
、

大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

京
都
大
学
の
福
井
勝
義
氏

（
文
化
人
類
学
）
、
山
極
寿

一

氏

（
人
類
進
化
学
）
、
松
沢
哲

郎
氏

（
霊
長
類
学
）
な
ど
、
動

植
物
学
研
究
者
が
編
集
委
員
と

し
て
参
加
し
て
い
る
雑
誌

「
エ

コ
ン
フ
ィ
ア
」
第
十
三
号

（
二

〇
〇
四
年
五
月
二
十
日
発
行
）

に
、
湯
本
貴
和
氏

（総
合
地
球

環
境
学
研
究
所
教
授
）
に
よ
る

京
大
植
物
園
に
つ
い
て
の
寄
稿

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
植
物
園
は
安
定
し
た

自
然
モ
デ
ル
実
験
場
と
し
て
、

動
植
物
学
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
研
究
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
（Ｌ
研
究
者
は

調
査
申
請
さ
え
提
出
す
れ
ば
、

薬
剤
散
布
、
林
床
の
撹
乱
、
伐

採
や
枝
打
ち
に
よ
る
光
条
件
の

急
激
な
変
化
と
い
っ
た
、
対
象

が
破
壊
さ
れ
た
り
、
実
験
条
件

が
変
わ

っ
た
り
す
る
心
配
の
い

ら
な
い
調
査
地
を
確
保
で
き

た
」
（
湯
本
氏
）
。

以
上
か
ら
、
「
除
草
剤
散
布

を
毎
年
同
規
模
に
行

っ
て
い

る
」
と
い
う
認
識
は
、
運
営
委

員
会
と
粟
津
氏
の
間
で
し
か
共

有
さ
れ
て
い
な
い
と
見
ら
れ

る
。岡

田
氏
は
今
回
の
散
布
の
場

所
を
、
圃
場
ま
わ
り
と
温
室
の



窓
下
の
み
と
言
い
、
曽
田
氏
も

同
様
の
理
解
を
し
て
い
る
が
、

本
紙
の
調
べ
で
は
、
上
記
の
通

り
そ
れ
だ
け
と
は
見
え
な
い
。

カ
ボ
チ
ャ
の
防
虫
の
た
め
に
、

圃
場
か
ら
距
離
の
あ
る
ツ
バ
キ

等
の
樹
木
の
下
に
除
草
剤
を
撒

く
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
岡
田
氏
が
他
に
除
草

剤
が
散
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

把
握
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
粟
津
氏
も
本
紙
の
取
材
に

対
し
、
自
分
が
除
草
剤
を
撒
い

た
の
は
、
圃
場
ま
わ
り
と
温
室

の
窓
下
と
返
答
し
て
い
る
。

今

回
の
除
草
剤
散
布
か
ら

は
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
点
が
浮

か
び
上
が

っ
て
く
る
。

○
今
回
散
布
し
た
除
草
剤
の
量

○
除
草
剤
散
布
の
量

・
場
所
に

つ
い
て
、
運
営
委
員
会
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て
い
る
の
か

○

日
照
を
確
保
す
る
、
カ
ポ

チ
ャ
生
育
を
均
等
に
す
る
と
の

目
的
か
ら
、
除
草
剤
散
布
と
い

う
手
段
が
必
然
的
に
導
か
れ
る

の
か

（植
物
園
の
生
態
環
境
に

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
薬
品

で
は
な
く
、
た
と
え
ば
手
で
取

り
払
う
と
い

っ
た
方
法
を
採
ら

な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
）

○

「
他
の
部
分
に
影
響
は
出
て

い
な
い
」
と
言
え
る
根
拠

。
調

査
方
法
は
何
か

現
在
、
取
材
継
続
中
で
あ
る
。

運
営
方
針
の
周
知
を

温
室
内
の
鉢
植
え

（
関
係
者

に
よ
る
と
、
絶
滅
危
惧
種
も
含

ま
れ
て
い
る
）
が
温
室
か
ら
出

さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
、
枯
れ

た
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
廃
棄

さ
れ
た
、
と
の
情
報
も
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
岡
田
氏
は
「
そ

の
よ
う
な
事
実
は
な
い
よ
う

だ
」
と
い
う
。
続
け
て
岡
田
氏

は

「
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
を
温
室

内
に
持
ち
込
み
、
水
や
り
や
鉢

替
え
な
ど
の
管
理
を
依
頼
し
た

責
任
者
を
明
確
に
す
る
。
ま
た

責
任
者
が
不
明
な
ま
ま
に
長
時

間
経

っ
た
植
物
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
廃
棄
す
る
」
と
回
答

し
た
。
利
用
者
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
除
草
剤
散
布
と
同

様
に
、
こ
の
決
定
も
利
用
者
に

通
知
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
中
島
氏
の
勤
務
期

間
で
は
、
こ
れ
ま
で
鉢
植
え
の

廃
棄
は
な
か
っ
た
こ
と
と
い

つヽ

。利
用
者
側
に
管
理
運
営
方
針

の
通
知
や
情
報
公
開
は
、
全
く

な
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
理
学

研
究
科
に
よ
る
植
物
園
に
つ
い

て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
植
物

園
の
利
用
手
続
き
の
方
法
を
掲

載
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

八
十
年
か
か

っ
て
生
ま
れ
た

極
め
て
自
然
林
に
近
い
良
好
な

環
境
で
あ
る
京
大
植
物
園
。

「
植
物
学
教
室
の
研
究
テ
ー
マ

の
主
流
が
マ
ク
ロ
か
ら
ミ
ク
ロ

に
移
る
に
つ
れ
て
、
系
統
保
存

や
生
態
園
よ
り
も
、
実
験
材
料

を
供
給
す
る
た
め
の
圃
場
や
温

室
と
し
て
の
機
能
の
方
が
、
日

常
研
究
と
し
て
重
要
に
な

っ
て

き
た
」
（
湯
本
氏
）
。
そ
の
植
物

学
教
室
の
研
究
の
た
め
に
、
八

十
年
維
持
さ
れ
て
き
た
植
物
園

の
生
態
系
に
影
響
が
出
る
行
為

が
行
わ
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ

る
。
迷
走
を
続
け
る
京
大
植
物

園
に
今
、
大
学
構
成
員
の
注
視

を
促
し
た
い
。

※
二
〇
〇
二
年
十
月
頃
か
ら
二

〇
〇
三
年

一
月
頃
に
か
け
て
、

そ
れ
ま
で
植
物
園
を
実
質
的
に

管
理
し
て
き
た
植
物
学
教
室

が
、
周
知
を
徹
底
さ
せ
な
い
ま

ま
、
園
内
の
樹
木
約
二
十
本
を

伐
採
し
た
こ
Ｌ
を
発
端
に
、
同

教
室
に
よ
る
植
物
園
運
営
方
針

が
問
題
化
。
昨
年
八
月
に
、
理

学
研
究
科
に
植
物
園
管
理
運
営

委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
昨
年

度
メ
ン
バ
ー
は
委
員
長
に
岡
田

清
孝

【
委
員
長
続
行
予
定
】
、

副
委
員
長
に
堀
道
雄

（動
物
学

教
室
）
、
曽
田
貞
滋
、
加
藤
重

樹
、
西
田
吾
郎

（
数
学
教
室
）
。

本
紙
の
取
材
に
よ
れ
ば
、
加
藤

氏
は
今
年
四
月
で
委
員
を
退
く

と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
新

メ
ン
バ
ー
を
人
選
中
と
見
ら
れ

る
。【植

物
園
に
つ
い
て
】

理
学
部
附
属
植
物
園
は
北
部

構
内
東
側
通
用
門
か
ら
入

っ

て
、
す
ぐ
右
手
に
あ
る
。

一
九

二
三
年
に
設
立
さ
れ
、
京
大
関

係
者
や
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ

て
き
た
。
町
中
に
あ
り
な
が
ら

自
然
が
楽
し
め
る
植
物
園
の
魅

力
を
広
め
る
た
め
に
、
現
在
有

志
に
よ
る

「
京
大
植
物
園
を
考

え
る
会
」
が
毎
月
下
旬
に
誰
で

も
参
加
で
き
る
観
察
会
を
開
い

て
お
り
、
多
く
の

一
般
市
民
や

学
生
が
訪
れ
る
。
次
回
は
五
月

二
十
二
日
の
予
定
。


